
～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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広報

星
の
文
化
館
（
星
野
村
）
で
６

月
６
日
㈬
金
星
の
太
陽
面
通
過

観
望
会
が
あ
り
、
約
１
０
０
人
が

世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。
星
の
文
化
館
は
朝
７
時
30

分
か
ら
13
時
30
分
ま
で
観
望
会

を
開
催
。
晴
れ
の
ち
曇
り
の
天
気

で
、
天
文
台
で
は
見
学
者
が
フ
ィ

ル
タ
ー
を
用
い
た
望
遠
鏡
を
の
ぞ

き
こ
み
な
が
ら
、
太
陽
の
中
に
現

れ
た
金
星
に
歓
声
を
あ
げ
ま
し

た
。
大
牟
田
市
か
ら
来
た
夫
婦
は

「
金
環
日
食
の
時
は
天
気
が
悪
く

て
見
ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
今
日

は
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
来

て
良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
金
星
の
太
陽
面
通
過
は
次
回

１
０
５
年
先
と
い
う
こ
と
で
、
見

学
者
は
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い
た
り
日

食
メ
ガ
ネ
で
観
測
し
た
り
、
太
陽

投
影
板
に
映
し
出
さ
れ
た
様
子
を

カ
メ
ラ
に
収
め
た
り
と
、
心
行
く

ま
で
観
察
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

星
の
文
化
館
で
は
、
毎
月
さ
ま

ざ
ま
な
観
望
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

九
州
最
大
級
口
径
65
セ
ン
チ
の
大

型
望
遠
鏡
で
昼
も
夜
も
星
を
観
察

で
き
ま
す
。
７
月
21
日
㈯
か
ら
９

月
１
日
㈯
ま
で
夏
休
み
観
望
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
５
２
・
３

０
０
０
）

天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ

金
星
の
太
陽
面
通
過
観
望
会

八人の女性が語る八女八
女
の
元
気
な
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、

茶
の
く
に
の
暮
ら
し
や
も
て
な
し
を
語
る

「
第
３
回
茶
の
く
に
自
慢
も
て
な
し
暖
議
」

が
６
月
９
日
㈯
、
八
女
市
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
（
上
陽
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
や
田
舎
料
理
店
の
オ
ー
ナ
ー
や
劇

団
の
中
心
メ
ン
バ
ー
な
ど
８
人
の
女
性
が
出

席
。「
食
事
の
席
で
音
楽
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
提
供
し
て
い
き
、
女
性
の
力
で
地
域
振
興

を
は
か
り
た
い
」「
若
い
世
代
に
日
本
の
田

舎
の
食
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」「
八
女

の
人
は
や
さ
し
く
あ
た
た
か
く
、
女
性
の
笑

顔
が
か
わ
い
い
。
こ
の
魅
力
を
観
光
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、
ほ
た
る
と
石
橋

の
館
レ
ス
ト
ラ
ン
で
上
陽
町
の
女
性
グ
ル
ー

プ
「
野
の
花
会
」
に
よ
る
「
八
女
の
昼
ご
は

ん
」
が
振
る
舞
わ
れ
、
聴
衆
な
ど
約
１
５
０

人
が
地
元
の
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

太陽投影板に映し出された金星

大型望遠鏡をのぞきこむ見学者の皆さん

▶コーディネーターに森千鶴子さんを迎え、それぞれ
の活動を紹介するとともに八女や活動への思いを語り
ました。最後は「だご汁の歌」をみんなで歌いました。
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７
月
29
日
㈰
に
両
国
国
技
館
で

行
わ
れ
る
第
28
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
に
、橋
山
翔し

ょ
う
き輝
さ
ん
（
上

妻
小
４
年
）と
山
下
史し

お
ん恩
さ
ん（
長

峰
小
５
年
）
の
２
人
が
出
場
し
ま

す
。
２
人
は
隆
雄
道
場
（
稲
員
雄

治
監
督
）
で
練
習
を
重
ね
、
こ
の

大
会
の
地
方
予
選
大
会
を
兼
ね
る

上
妻
小
学
校
土
俵
で
行
わ
れ
た
第

36
回
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
で
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

３
年
生
か
ら
相
撲
を
は
じ
め
た

橋
山
さ
ん
は
「
練
習
は
き
つ
い
け

ど
、
頑
張
っ
た
か
ら
こ
そ
優
勝
で

き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も
優
勝

し
た
い
」。
相
手
と
思
い
っ
き
り
ぶ

つ
か
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
と
話
す

山
下
さ
ん
は
「
全
国
大
会
は
強
い

人
が
た
く
さ
ん
い
る
け
ど
、
優
勝

を
狙
え
る
よ
う
に
、
練
習
は
き
つ

い
け
ど
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
頑
張

り
た
い
」
と
全
国
大
会
で
の
活
躍

を
誓
い
ま
し
た
。

【
隆
雄
道
場
部
員
募
集
】

隆
雄
道
場
で
は
「
礼
儀
を
重
ん

じ
て
日
々
努
力
し
相
撲
を
通
じ
て

痛
み
を
知
り
、
感
謝
、
や
さ
し
さ
、

い
た
わ
り
の
心
を
持
つ
こ
と
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
日
々
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
部
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
練
習
日
・
時
間
＝
火
・
木
（
17
時

～
）・
土（
12
時
～
）２
時
間
程
度

◦
練
習
場
＝
広
川
町
相
撲
場
（
竜
光

寺
公
園
敷
地
内
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
石
井
さ
ん

（
☎
４
５
・
０
０
３
７
）

八
女
学
院
高
校
生
徒
が
作
成
し
た

飲
酒
運
転
撲
滅
と
振
り
込
み
詐
欺
防

止
を
呼
び
か
け
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
贈
呈

式
が
６
月
18
日
㈪
、
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
八
女
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
鶴
元
文
之
会
長
）
が
作
成

を
依
頼
し
、
同
校
の
生
徒
会
が
生
徒
た

ち
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、
美
術
部
員

が
デ
ザ
イ
ン
し
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
依

頼
し
た
八
女
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
鶴

元
会
長
は
「
人
目
を
引
く
す
ば
ら
し
い

デ
ザ
イ
ン
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
で
き
ま
し

た
」と
満
足
顔
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
黒・赤・

黄
の
３
色
で
、「
そ
れ
は
事
実
？
」「
本

当
に
飲
ん
で
な
い
？
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
作
成
さ
れ

た
ス
テ
ッ
カ
ー
は
４
万
枚
。
市
内
・
広

川
町
の
全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

2

八女学院の生徒と八女ライオンズクラブの皆さん

目のつくところに張るなど活用ください

（写真上から）小学4年生の部に出場する
橋山さん、小学5年生の部に出場する山
下さん

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
出
場
！

飲
酒
運
転
・
振
り
込
み
詐
欺
は
許
し
ま
せ
ん

平
成
24
年
度
「
八
女
市
未
来
づ
く
り

協
議
会
（
総
会
）」
開
催

　

21
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
構
成
す
る
「
八

女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
月
４
日
㈪
、
会
場
と
な
っ
た
八
女
市
役
所

２
０
５
会
議
室
に
は
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か

ら
２
人
の
委
員
が
出
席
し
、
本
年
度
の
活
動
計
画

を
含
む
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
役
員
体
制
】

【
今
後
の
重
点
活
動
】

①
地
域
振
興
計
画
の
策
定
推
進

②
ま
ち
づ
く
り
団
体
事
務
担
当
者
の
研
修

③
校
区
・
地
区
単
位
で
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

【
24
年
度
主
な
事
業
計
画
】

①
地
域
振
興
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

②
地
域
づ
く
り
実
践
発
表
会
の
開
催

③
組
織
づ
く
り
研
修
会
の
開
催

④
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
の
開
催

　

未
来
づ
く
り
協
議
会
終
了
後
、
市
執
行
部
と
の

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会　

長

草
場
雄
二
郎

黒
木

副
会
長

樋
口　

和
生

八
女

〃

福
原　

信
彬

立
花

〃

小
川　

健
之

上
陽

〃

田
島
冨
士
雄

矢
部

〃

田
中　

忠
信

星
野



自
然
体
験
を
楽
し
む
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
う
杣
の
里
渓
流
公

園
で
は
木
々
が
園
内
を
覆
い
、
す
り

合
う
木
が
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
邪

魔
し
間
伐
が
必
要
で
し
た
。
ま
た
、

矢
部
川
内
の
木
々
が
繁
茂
し
道
路

の
安
全
な
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
地
域
の
安
全
安
心
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
昇
盛
会
（
栗
原
吉

平
会
長
他
40
人
）
は
６
月
17
日
㈰
、

こ
の
景
観
保
全
・
安
全
確
保
の
た

め
の
間
伐
・
灌
木
除
去
作
業
を
し

ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
草
刈
機

で
草
木
を
伐
採
し
、
重
機
や
ダ
ン
プ

な
ど
で
移
動
搬
出
し
ま
し
た
。

入
園
ゲ
ー
ト
か
ら
中
の
施
設
が

臨
め
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
道

路
の
見
通
し
が
良
く
な
り
、
安
心

し
て
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昇
盛
会
は
、
地
域
づ
く

り
活
動
と
し
て
市
民
の
お
役
に
た

て
る
よ
う
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

それぞれの思いを堂々と発表した10人

例年よりもたくさんのジャガイモがとれ、子どもたちは大喜びでした

夢
・
意
見
・
思
い
を
発
表

杣
の
里
渓
流
公
園
・
矢
部
川
を
き
れ
い
に

ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
パ
ワ
ー
を
込
め
て
被
災
地
へ

福
岡
法
務
局
長
か
ら

感
謝
状
贈
呈

八
女
市
矢
部
公
民
館
し
ゃ
く
な

げ
ホ
ー
ル
で
「
第
32
回
矢
部
地
区
青

少
年
の
主
張
大
会
」（
矢
部
地
区
青

少
年
育
成
会
主
催
）
が
６
月
16
日

㈯
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
矢
部
小
学
校
５
年
生

か
ら
矢
部
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
10

人
。
将
来
の
夢
や
部
活
動
の
こ
と
、

山
村
留
学
に
来
て
感
じ
た
こ
と
、
環

境
や
動
物
を
守
る
大
切
さ
、
友
だ
ち

や
自
分
の
こ
と
な
ど
、
今
地
域
や
家

庭
、
学
校
生
活
で
感
じ
て
い
る
こ
と

を
素
直
に
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

中
に
は
同
時
に
手
話
を
用
い
て
発
表

し
た
児
童
も
お
り
、
会
場
か
ら
は
あ

た
た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
の
考
え
を
大
勢
の
人
の
前
で
主

張
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
農
家
の
女
性
の
積
極

的
な
社
会
参
画
な
ど
を
目
的

に
結
成
さ
れ
た
八
女
市
農
業
・

農
村
の
活
性
化
を
め
ざ
す
女

性
の
会
（
樋
口
昌
子
会
長
他

54
人
）
に
よ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収

穫
体
験
が
６
月
13
日
㈬
行
わ

れ
、
三
河
保
育
所
園
児
32
人

と
福
島
小
学
校
２
年
生
児
童

63
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
土
を

掘
り
お
こ
す
と
次
々
と
出
て
く

る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
大
歓
声
。「
大

き
い
の
が
た
く
さ
ん
と
れ
た
」

「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
袋
い
っ
ぱ
い
に

詰
め
込
ん
だ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
手

に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。
樋
口
会
長
は
「
子
ど

も
た
ち
に
は
こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
味
を
ず
っ
と
覚
え
て
お
い
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
収
穫
し
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
一
部
は
「
福
島

の
皆
さ
ん
へ
自
分
た
ち
の
パ

ワ
ー
を
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
と
も
に

届
け
た
い
」
と
、
６
月
19
日
㈫

に
福
島
県
田
村
市
内
の
仮
設

住
宅
と
福
島
市
内
の
養
護
学

校
・
盲
学
校
の
３
か
所
に
送
ら

れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁

護
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
川
口

悳
さ
ん
（
上
陽
町
）
に
、
５

月
25
日
㈮
、
柳
川
総
合
保
健

セ
ン
タ
ー
「
水
の
郷
」
で
開

催
さ
れ
た
福
岡
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
総
会
に
お
い
て
福

岡
法
務
局
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

川
口
さ
ん
は
平
成
16
月
10

月
か
ら
現
在
ま
で
、
人
権
思

想
の
普
及
や
人
権
擁
護
活
動

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉

一
般
男
子　
優
勝　
中
尾
龍
次
（
筑
後
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｄ
Ｏ
Ｇ
）　
２
位　
白
山
裕
貴
（
同
）　
３
位　
八

尋
健
太
（
同
）・松
崎
義
明
（
た
ち
ば
な
ド
リ
ー
ム
）

一
般
女
子　
優
勝　
利
根
真
美
（
サ
ウ
ス
）　

２

位　

大
篭
潤
子
（
筑
後
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｄ
Ｏ
Ｇ
）　

３
位　
古
賀
美
穂
（
サ
ウ
ス
）

50
歳
代
男
子　
優
勝　
宮
崎
啓
光
（
サ
ウ
ス
）

２
位　

牧
野
一
生
（
同
）　

３
位　
原 

満
（
立

花
ピン
ポン
）・
内
藤
孝
治
（
大
藤
ピン
ポン
）

50
歳
代
女
子　
優
勝　
矢
加
部
八
重
子
（
サ
ウ

ス
）　

２
位　
原 

真
理
子
（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）　

３
位　
池
上
由
恵
（
サ
ウ
ス
）

60
歳
代
男
子　

優
勝　

荒
木
康
夫
（
筑
後
ニュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
）　

２
位　

森
田
宣
昭
（
黒
木
ピ
ン

ポ
ン
）　

３
位　

石
橋
正
一
（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）・

平
田
清
春
（
上
陽
卓
愛
会
）

60
歳
代
女
子　
優
勝　
横
溝
恵
美
子
（
筑
後
ク

ラ
ブ
）　

２
位　
服
部
ト
ミ
子
（
筑
後
ニュー
ス
ポ

ー
ツ
）　

３
位　
小
川
チ
エ
子
（
黒
木
ピン
ポン
）・

田
中
常
子
（
サ
ウ
ス
）

70
歳
代
男
子　
優
勝　
丸
山 

貴
（
サ
ウ
ス
）　
２

位　
西
江
九
州
男
（
同
）　
３
位　
梅
野
清
日
出

（
黒
木
ピン
ポン
）・
鳥
越
勝
彦
（
川
瀬
卓
愛
会
）

70
歳
代
女
子　
優
勝　
穴
見
ミ
ヨ
子
（
黒
木
ピン

ポン
）　

２
位　
木
庭
智
子
（
サ
ウ
ス
）　

３
位　

中
山
鈴
子（
黒
木
ピン
ポン
）・松
尾
繁
子（
パ
プ
リ
カ
）

ＳＰＯＲＴＳ

第
３
回
八
女
市
夏
季
卓
球
大
会

　
　
　

  　
　
　

期
日　

６
月
10
日
㈰

　
　
　

  　
　
　

会
場　

八
女
市
総
合
体
育
館

（
敬
称
略
）

大きくなりすぎた木を間伐後に
取り除いていきました

広報やめ　2012.7.153
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8月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

　こころの悩みを抱えた人が、身近で気
軽に利用できる相談窓口として、心理士
相談をはじめました。こんなときは、ひと
りで抱え込まず、ご相談ください。
•なんとなく元気がない
•疲れているのに眠れない
•育児や介護などに疲れてしまった
•子どもが不登校、いじめを受けている
•学校や職場の人間関係に悩んでいる
・仕事、学校へ行きたくない
•もしかしたら『うつ』かな？
•相談したいけど、いきなり心療内科に
行くのは抵抗がある　など

９
月
か
ら
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

　相談には心理士が応じます。相談料は
無料です。秘密は厳守します。一人ずつ
ていねいに相談を受けるために、予約制に
しています。
◦日時＝8月10日㈮・24日㈮
◦場所＝おりなす八女研修棟第2研修室
◦時間＝13：30 ～ 16：30　※要予約
 （1人当たりの相談時間　30分～１時間）
◦定員＝1日3人　
◦対象者＝八女市にお住まいの人
◦問い合わせ・予約＝健康推進課保健
指導係（☎２３・１３５２）

おいしくて、簡単で、バランスのよい食
事を地元の農産物等を利用（地産地消）
して作ります。夏休みの思い出に、親子
クッキング教室に参加しませんか。
▼期日・場所＝
【黒木支部】7月23日㈪・黒木地域交流
センター「ふじの里」【八女支部】7月28
日㈯・おりなす八女研修棟【立花支部】
8月1日㈬・立花総合保健福祉センター
「かがやき」
▼時間＝10時～13時
▼対象＝小学生の親子（先着受付）
▼参加費＝無料
▼持参するもの＝エプロン、筆記用具
▼共催＝八女市地産地消推進協議会
▼申し込み・問い合わせ＝健康推進課
（☎２３・１２０１）

　

９
月
か
ら
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
が
開
始
に
な
る
と
と
も

に
、
今
行
わ
れ
て
い
る
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
集
団
接
種
は
終
了
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
お
子
さ
ま
の
接
種
状

況
を
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
２
回
接
種
が
終
了
し
て
い
な
い
人

は
接
種
を
終
了
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
接

種
対
象
年
齢
（
無
料
で
接
種
で
き
る
年

齢
）
は
７
歳
半
未
満
ま
で
で
す
。

〈
主
な
変
更
点
〉

◦
接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

生
ワ
ク
チ
ン
は
口
か
ら
飲
む
方
法
で
し

た
が
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
注

射
と
な
り
ま
す
。

◦
４
回
（
初
回
３
回
・
追
加
１
回
）
の
接

種
が
必
要
で
す
。

生
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
回
接
種
で
し
た
が
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
初
回
接
種
と

し
て
20
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
３
回
、

ま
た
追
加
接
種
と
し
て
初
回
接
種
終
了

後
６
か
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
１
回
、

合
計
４
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

◦
集
団
接
種
か
ら
個
別
接
種
（
医
療
機

関
で
接
種
）
に
変
わ
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
や
、
ふ
じ
の
里
で
の
集

団
接
種
か
ら
、
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
変
わ
り
ま
す
。

※
集
団
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

８
月
で
終
了
予
定
で
す
。
今
後
の
日
程

は
左
ペ
ー
ジ
の
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
具
体
的
な
接
種
パ
タ
ー
ン
〉

▽
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
す
で
に
１
回

接
種
し
た
人

①
８
月
の
い
ず
れ
か
の
集
団
接
種
で
２

回
目
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
（
１
回
目
接
種
か
ら
６
週
間
以
上
間

隔
を
あ
け
る
こ
と
）
。

②
９
月
か
ら
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
開
始

以
降
に
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
３

回
接
種
す
る
。

▽
ま
だ
１
回
も
接
種
し
て
い
な
い

①
７
月
、
８
月
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

を
１
回
接
種
後
、
９
月
以
降
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
を
３
回
接
種
す
る
。

②
９
月
以
降
に
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
を
４
回
接
種
す
る
。

　

ご
不
明
な
点
や
、
相
談
等
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指
導

係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

夏休み！
親子クッキング教室

参加者
募集！

食中毒予防の３原則
1細菌はつけない！ 2細菌を増やさない！ 3細菌をやっつける！

心理士によるこころの相談

8月は食品衛生月間です

近年、食中毒は１年を通して発生しますが、食中毒の菌の増
殖しやすい夏場は特に注意が必要です。食品にウイルス

が付いても、見た目やにおい、味などの変化に気づきにくい物も
あります。暑くて湿度の高い状況が続くと、普段元気な人でも夏
バテなどで抵抗力が弱くなり食中毒を起こす場合があります。特
に、子どもや高齢者、体調の悪い人は気を付けてください。食中
毒予防の３原則と徹底した手洗いの習慣をつけましょう。
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保
健
師
・
管
理
栄
養
士

が
健
診
結
果
の
説
明

と
生
活
習
慣
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
健
康
に
は
自
信
が
あ

る
！
」「
気
に
な
る
症
状
は
な

い
か
ら
健
診
を
受
け
な
く
て

も
大
丈
夫
‼
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

健
康
な
つ
も
り
で
い
て
も
、

徐
々
に
体
は
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
変
化
が
分
か
る
の
も

健
診
を
受
け
て
い
れ
ば
こ
そ
。

自
覚
症
状
が
な
い
な
ど
の
理

由
で
、
健
診
を
受
診
し
な
い
の

は
と
て
も
危
険
な
こ
と
で
す
。

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂

質
異
常
症
・
肥
満
症
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
を
放
置
す
る

と
、
悪
性
新
生
物
（
ガ
ン
）

や
心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
（
３

大
死
因
）
な
ど
が
引
き
起
こ

さ
れ
ま
す
（
こ
れ
ら
が
原
因

に
よ
る
死
亡
率
は
全
体
の
60

％
を
占
め
て
い
ま
す
）。

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
は
あ

る
日
突
然
お
こ
る
と
考
え
が

ち
で
す
が
、
血
圧
や
血
糖
値

な
ど
が
少
し
ず
つ
で
も
高
い

状
態
が
長
期
間
続
く
こ
と
で

徐
々
に
血
管
が
傷
ん
で
お
こ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
発
症

す
る
ま
で
自
覚
症
状
は
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、
特
定
健
診

を
受
け
て
、
高
血
圧
や
高
血

糖
な
ど
血
管
を
傷
め
る
リ
ス

ク
が
な
い
か
確
認
し
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
予
防

で
き
ま
す
。 

八
女
市
で
は
よ
り
多
く
の

人
が
特
定
健
診
の
必
要
性
を

理
解
し
、
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
平
成
24
年
７
月
か

ら
10
月
の
期
間
中
、
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
を
は
じ
め
健
康

推
進
課
の
職
員
で
、
皆
さ
ん

の
お
宅
に
立
ち
寄
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理
解

と
受
診
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
２

０
１
）・
保
健
指
導
係
（
☎
２

３
・
１
３
５
２
）

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳をお持
ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝8月6日㈪ 9時30分～ 11時／八
女市保健センター
◦日時＝8月7日㈫ 13時30分～ 15時／立
花総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝8月17日㈮ 14時～ 15時／星野総
合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝8月21日㈫ 14時～ 15時／上陽支
所相談室
◦日時＝8月23日㈭ 10時30分～ 11時30
分／矢部支所会議室
◦日時＝8月29日㈬ 10時30分～ 11時30
分／黒木地域交流センター「ふじの里」
★住民健診を受け、結果がもどってきた
人は、ぜひ検査結果を持って健康相談に
お越しください。検査値の説明や生活習
慣のご相談をお受けします。

♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター
◦日にち・対象＝ 
8月7日㈫＝ 10か月児（平成23年10月生）
8月22日㈬＝4か月児（平成24年4月生）
8月23日㈭＝3歳児（平成21年8月生）
8月28日㈫＝1歳6か月児（平成23年2月生）

♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの
里」
◦日にち＝8月21日㈫
◦対象＝4か月児（平成24年3月～平成
24年4月生）／ 10か月児（平成23年9月
～ 10月生）

　ごっくん期（離乳食初期の5～6か月児）
についてのお話と調理。託児有り。参加
する人は事前に保健指導係までお申し込
みください。
♥日時　8月16日㈭ 10時30分～ 13時30
分 ※受付10時～　
♥会場　おりなす八女研修棟
♥持参品　エプロン、三角きん、手ふき
タオル、筆記用具
♥材料費　300円　♥定員　先着15人

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。※相談日以外でも、
窓口や電話で子育て相談を行っています。
※各地域の主任児童委員も家庭の相談
に応じています。福祉課援護係（☎23・
1350）
◦日時＝8月3日㈮ 10時～ 11時30分／黒

木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝8月16日㈭ 10時～ 11時／立花総
合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝8月20日㈪ 9時30分～ 11時／ 八
女市保健センター

　心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のある
人です。心配なことがあればお気軽にご
相談ください。※予約制
♥日時　8月1日㈬、23日㈭ 9時～ 16時
♥会場　八女市保健センター

　母子健康手帳をお持ちください。「予
防接種予診票」は家庭で記入してくださ
い。小冊子「予防接種と子どもの健康」
を事前によく読んでおいてください。
◦日時＝8月9日㈭、30日㈭ 13時30分～
14時30分／八女市保健センター
◦対象＝3か月以上7歳6か月未満
※8月でポリオの集団接種は終了します
ので、追加で8月30日㈭にも行います。

健康相談 健康推進課（☎23・1352）

乳幼児健診 健康推進課（☎23・1352）

黒木総合支所管内乳児健診 

ベビーズクッキング（離乳食教室）

ポリオ予防接種

乳幼児心理相談

８
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種 子育て相談 健康推進課（☎２３・１３５２）

☞健診のご予約はこちらです

予約専用電話（変更の連絡も）
▽旧八女市・立花町の受診会場
☎２３・１１６７
▽旧黒木町・上陽町・星野村・矢部村の受診会場
☎２４・９０３９

昨年よりも多くの人に特定健診を受けていた
だけるよう、各家庭に職員がお伺いします。
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平
成
24
年
度
市
民
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提

案
事
業
の
企
画
募
集
を
４

月
１
日
～
５
月
７
日
ま
で
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
や
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
17
件
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
５
月
に
、両
副
市
長
、

教
育
長
、
市
民
見
識
者
に

よ
る
審
査
会
を
2
回
実
施

し
、16
件
（
約
３
８
０
万
円
）

を
採
択
し
ま
し
た
。
６
月
か

ら
採
択
一
覧
表
の
と
お
り
、

各
地
域
で
、様
々
な
分
野
で
、

採
択
団
体
の
実
践
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
団
体
の
活
動
状
況
等
に

つ
い
て
は
、市
広
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
で
き
る
限
り
紹

介
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

実
践
活
動
に
対
す
る
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援

課
地
域
づ
く
り
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）　

団　　体　　名 代表者名 事　業　概　要
おはなしばさらかたい 
ボランティア 井手口恵美 おりなす八女を拠点に、「ブックトーク」や「図書館の活用法」をテーマとした講演会を開催する。

また、子育て中の親を対象に絵本の大切さを知っていただく講習会を開催する。
ふるさとカレンダー制作 
実行委員会 大隈長生 ふるさとカレンダーやめはよかとこ「八女の彩」カレンダーの３０年記録誌を刊行する。

八女市くろぎ食の文化祭 
実行委員会 宮園すみ子 食の文化祭を開催し、今年度はアンケート結果で「作ってみたい、買ってみたい」希望の多かった漬物、

万十等の郷土菓子の出品募集を行う。当日は、「いも万十をつくろう」教室を会場で実施する。

爺婆でガンバル協議会 倉員利之 ホタルと石橋の館レストランのピアノを活用し、音楽会を毎月開催する。講師には、地元や都市から
演奏家を招聘し、昼間はコンサート形式、夜間は軽食提供の音楽の調べで楽しんでいただく会とする。

特定非営利活動法人 
栄養ケア・ちっご 下川由子 栄養士の専門性を活用し、介護にかかわる人に対して、簡単介護食や緊急時の対応食を普及

するための料理教室を開催する。

ホタルの学校打越分校 中島道雄 打越地区の「ホタルの観賞池」を、幼虫の養殖・水質環境の保全を教育する「ホタルの学校」
として再整備をする。また、環境教育用の資料づくりを行う。

白城の里旧大内邸保存会 古賀功一 旧大内邸の保存と活用を図るために、「八女の暮らし」をテーマとする講座を開催し、自然と農
の恵みに寄りそう暮らし方や旬を基本とした食、子育ての知恵等を現代の生活者へ提案する。

鹿里ふるさと体験事務局 保坂俊平 参加者と地域の交流をはかりながら、奥八女地域の自然とのふれあいや食の安心・安全を実感
する鹿里棚田の「農業体験プロジェクト」を開催する。

八女市黒木町男女共同参
画地域づくり実行委員会 片山恵美子 八女市役所黒木総合支所南側の「なかた花公園」を、来町者や児童の「和む」「公園」「花壇」

とするために、土壌改善や花壇づくりを行う。
八女の町並みコンサート 
実行委員会 津留誠一 児童を対象にした音楽・美術のワークショップを矢部村、音楽コンサートと美術のワークショッ

プを星野村、演劇と美術のワークショップをおりなす八女で開催する。

八女櫨研究会 牛島智子 八女の歴史や文化を学ぶ上で貴重な資源である「櫨」をテーマに「知る・育てる・使う」櫨ワー
クショップを開催する。

歌ごえレクササイズ八女
の会 鵜木静子 日本の歌や八女の歌の歴史や背景を学び、歌を深く知り愛着のもてる学習会と歌に合わせた軽

体操の実技研修を行う。

GREEN　PIECE 田中洋行 八女の若者たちにまちを見つめなおす機会を与える祭りを開催する。会場には、八女市内の企
業や飲食店を PR するためのブースや若者が発表できる特設ステージを設置する。

矢部民謡を伝承する会の
活動 栗原敏彰 矢部民謡を継承するために、公卿唄、山出し音頭、石搗唄の練習講座を開講する。その成果

披露として、矢部まつり、立花町アンビフェスタ、矢部公民館まつりへ出演する。

八女ジュニア陸上クラブ 松尾和俊 日本のトップアスリート「宮崎久」氏を招待し、小学生の目の前で一流の実技披露と指導を目
的に「かけっこ教室」を開催する。

八女産地紅茶研究会 久間正大 八女市での紅茶製造やフレーバーティー試作の研修会、都市での紅茶づくり体験を実施する。ま
た、矢部村のハート岩のもとで独身男女が集い紅茶づくり体験をする観光ツアーの開発も行う。

平
成
23
年
度
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
成
果
報
告

会
が
６
月
２
日
㈯
、
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に
は
、

23
年
度
事
業
採
択
を
受
け
た
18
団
体
の

様
々
な
活
動
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
団
体
（
八
女
産
地
紅
茶
研
究
会
、

八
女
日
本
語
教
室
よ
ー
ら
話
そ
う
、
公
卿

唄
を
広
め
る
会
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
さ
く

ら
座
、
八
女
町
並
み
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
、
ニ
コ
ニ
コ
Ｏ
Ｂ
会
、
山
村
塾
）
か
ら
１

年
間
の
成
果
や
課
題
、
今
後
の
活
動
計
画

を
壇
上
で
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
一
人
は
「
八
女
市
全
域
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
舞
台
劇
、
映
画
上
映
や
講

演
会
な
ど
市
民
に
感
動
を
与
え
る
取
り
組

み
か
ら
、
里
山
生
活
の
勧
め
、
耕
作
放
棄

地
の
活
用
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
取
り

組
み
な
ど
、
市
民
主
体
の
事
業
が
幅
広
い

分
野
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
試

飲
し
た
紅
茶
も
非
常
に
美
味
し
か
っ
た
。
い

つ
か
自
分
も
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
み
た

い
」
と
意
欲
を
述
べ
て
あ
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
　

市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

提
案
事
業
16
件
を

採
択
し
ま
し
た

平成 23 年度「まちづくり提案事
業成果報告会」を開催しました



　平成 24 年度も下水道整備
を進めていきます。工事期間
中は交通規制などで大変ご迷
惑をおかけしますが、ご協力
をお願いします。
　なお、工事区域の一部は、
翌年度から供用開始となる予
定です。
◦区域　左図参照

（馬場、本町、大島、納楚）
◦工事期間　平成 24 年４月
～平成 25 年３月
◦問い合わせ　上下水道局下
水道工務係（☎ 23・1670）

下水道工事に

ご協力を
お願いします

　
し
ょ
う
が
い
を
も
つ
児
童
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
に
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
所
得
状
況
届
の
手

続
き
を
し
な
い
と
８
月
以
降
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
日
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
提
出
日
＝
８
月
10
日
㈮

◦
会
場
＝
市
役
所
本
庁
、
総
合
支
所

お
よ
び
各
支
所

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時
15
分
（
本
庁

の
み
19
時
ま
で
受
付
）

◦
提
出
書
類
＝
①
送
付
し
た
は
が
き

②
手
当
証
書
③
印
鑑
④
療
育
手
帳
・

身
体
障
害
者
手
帳

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　
現
在
お
持
ち
の
医
療
証
の
有

効
期
間
は
９
月
30
日
㈰
ま
で
で

す
。
必
ず
期
間
内
に
更
新
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
８
月
７
日
㈫
～
10
日
㈮

◦
受
付
時
間
＝
9
時
～
17
時
15

分
（
本
庁
の
み
19
時
ま
で
受
付
）

◦
会
場
＝
▽
八
女
市
役
所
本
庁

２
０
５
会
議
室
（
２
階
）
▽
黒
木

総
合
支
所
第
３
会
議
室
（
１
階
）

▽
立
花
支
所
１
０
１
会
議
室
（
１

階
）
▽
上
陽
支
所
、
矢
部
支
所
、

星
野
支
所
各
市
民
生
活
福
祉
課

窓
口

◦
持
参
す
る
も
の
＝
①
健
康
保

険
証
②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

証
③
印
鑑
④
児
童
扶
養
手
当
証

書
ま
た
は
遺
族
・
障
害
年
金
証

書
（
受
給
者
の
み
）
⑤
ひ
と
り

親
家
庭
等
調
書
⑥
委
任
状
・
同

意
書
⑥
平
成
24
年
１
月
２
日
以

降
に
八
女
市
に
転
入
し
た
人
は

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
地
の
所
得
証
明
書

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医

療
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

母子・父子家庭などを対象とした児
童扶養手当の受給者は、現況届の

手続きが必要です。現況届の手続きをし
ないと８月以降の手当を受けることができ
なくなりますので、必ず期日内に手続きを
してください。
◦提出日＝ 8 月7日㈫～ 10日㈮
◦受付時間＝ 9 時～ 17 時 15 分（八女
市役所本庁のみ 19 時まで受付）
◦会場＝八女市役所本庁 205 会議室
黒木総合支所 1階第 4 会議室
立花支所 1階 101会議室
上陽支所・矢部支所・星野支所の市民生
活福祉課窓口
◦提出書類＝①送付した封書②手当証書
③印鑑④本人を確認できるもの（運転免
許証・健康保険証等）
※住民票の提出は必要ありません。
※受給後５年経過者および 5 年経過見
込者で該当する人については、現況届に
おいても「一部支給停止措置適用除外事
由届出書および証明関係書類」の提出が
必要です。該当者のみ通知します。
◦問い合わせ＝子育て支援課子育て支援
係（☎２３・１３５１）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得

状
況
届
の
手
続
き
に
つ
い
て

児童扶養手当の現況届について
重要

重要

★
ご
存
知
で
す
か
？

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

は
、
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
児

童
（
小
学
校
就
学
後
か
ら
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
年
度

末
ま
で
）も
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請
は
随
時
受
付
け
し
ま
す
。

（
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

広報やめ　2012.7.157
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平
成
23
年
度
の
情
報
公
開
請

求
は
５
５
５
件
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
行
政
資
料
な
ど
口
頭
に
よ

る
請
求
（
情
報
提
供
）
は
43
件
、

要
介
護
認
定
関
係
の
情
報
公
開

請
求
は
４
３
９
件
で
し
た
。
公
文

書
公
開
請
求
書
に
よ
る
情
報
公
開

請
求
は
73
件
で
、
そ
の
う
ち
公
開

が
42
件
、
部
分
公
開
が
20
件
、
非

公
開
が
１
件
、
公
文
書
が
不
存
在

だ
っ
た
も
の
が
10
件
で
し
た
。
ま

た
、
情
報
公
開
決
定
処
分
に
対
す

る
不
服
申
立
て
が
１
件
あ
り
ま
し

た
。

▽
６
月
７
日
（
１
回
目
）

　

平
成
22
年
度
の
情
報
公
開
制

度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
の
報
告

▽
10
月
４
日
（
２
回
目
）

　

情
報
公
開
決
定
処
分
に
対
す
る

不
服
申
立
て
の
審
議

◦
情
報
公
開
を
請
求
で
き
る
人
は
？

　

市
民
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も
公

開
請
求
で
き
ま
す
。

◦
制
度
を
実
施
す
る
機
関
（
実
施

機
関
）
は
？

　

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査

委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
、
公
営
企
業
管

理
者
、議
会
、土
地
開
発
公
社
で
す
。

◦
ど
ん
な
情
報
が
請
求
で
き
ま
す
か
？

　

実
施
機
関
が
組
織
的
に
用
い
て

い
る
文
書
、図
画
、ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
公
共
の
利
益
を
守
る
た
め
、
部

分
的
な
公
開
に
と
ど
め
る
な
ど
、

公
開
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
請
求
の
方
法
は
？

　

公
開
請
求
し
た
い
課
ま
た
は
総

務
課
の
窓
口
に
「
公
文
書
公
開
請

求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
市
民
に
お
知
ら
せ
用

に
作
成
し
た
刊
行
物
や
資
料
な
ど

を
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
口
頭
で

請
求
で
き
ま
す
。

◦
公
開
・
非
公
開
は
い
つ
ご
ろ
決

ま
る
の
で
す
か
？

　

公
開
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
公
開
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
15
日
以
内
に
決
定
し
、

そ
の
結
果
を
「
決
定
通
知
書
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
請
求

さ
れ
る
情
報
が
著
し
く
大
量
な
場

合
な
ど
は
決
定
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
開
を
実
施

す
る
際
に
は
、
こ
の
決
定
通
知
書

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
公
開
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
か
？

　

閲
覧
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、

コ
ピ
ー
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
は
１

枚
10
円
（
両
面
コ
ピ
ー
20
円
）、
そ

の
ほ
か
実
費
に
相
当
す
る
費
用
が

必
要
で
す
。

◦
非
公
開
な
ど
の
決
定
に
不
服
が

あ
る
と
き
は
？

　

非
公
開
な
ど
の
決
定
を
し
た
場

合
は
、
そ
の
理
由
を
決
定
通
知
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
そ
の
決

定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政

不
服
審
査
法
に
基
づ
き
、
不
服
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、「
八
女
市
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
で

審
議
が
行
わ
れ
、
実
施
機
関
は
そ

の
意
見
を
尊
重
し
て
、
再
度
公
開

す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま
す
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
】　

学
識
経
験
者
な

ど
５
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
公

平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
、
公
文

書
の
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
の
開

示
請
求
に
関
す
る
不
服
申
立
て
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
議
会
】　

学
識
経
験
者
な

ど
７
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
公

平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
、
情
報

公
開
制
度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
審
議
し
ま
す
。

請求の
区　分 請求件数 処理状況の内訳

公　開 部分公開 非公開 不存在 取下げ
市内住民 ４２件 ２７件 １０件 １件 ４件 ０件
市内法人 ４件 ３件 １件 ０件 ０件 ０件
市外住民 １０件 ５件 ３件 ０件 ２件 ０件
市外法人 １７件 ７件 ６件 ０件 ４件 ０件

合計 ７３件 ４２件 ２０件 １件 １０件 ０件

平
成
23
年
度
の

公
開
請
求
件
数
状
況

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
の
開
催
状
況

情
報
公
開
制
度
は
、「
知
る
権
利
」
を
保
障
し
、
市
民
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
内
容
や
市
民
の
活
動
に
必
要
な
情
報
を
公
開

す
る
制
度
で
す
。
市
が
「
説
明
責
任
」
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

民
が
参
加
し
や
す
く
、
よ
り
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

情
報
公
開
制
度

情報公開
について
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実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を

保
管
す
る
業
務
を
行
う
に
あ
た
っ

て
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
24
年
３
月
31
日
時
点
で

の
個
人
情
報
業
務
登
録
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
業
務
の
登
録
件
数

４
４
１
件
（
う
ち
、
平
成
23
年
度

に
登
録
さ
れ
た
業
務
４
件
）

　

実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を

利
用
目
的
の
範
囲
内
で
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
令
に
定
め

が
あ
る
と
き
や
本
人
の
同
意
が
あ

る
と
き
を
除
い
て
、
そ
の
利
用
目

的
以
外
の
目
的
で
利
用
し
た
り
、

外
部
に
提
供
し
た
り
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
個
人
の
生
命

等
を
守
る
た
め
緊
急
か
つ
や
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、

八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
公

益
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、
例
外
的
に
目
的
外
利
用

ま
た
は
外
部
提
供
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
こ
の
よ
う
な
理

由
で
目
的
外
利
用
ま
た
は
外
部
提

供
が
認
め
ら
れ
た
業
務
は
、
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。

◦
「
個
人
情
報
」
と
は
？

　

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生

年
月
日
そ
の
ほ
か
の
記
述
等
に
よ

り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
（
ほ
か
の
情
報
と

照
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に

よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
）
を
い
い
ま
す
。

◦
制
度
を
実
施
す
る
機
関
（
実
施

機
関
）
は
？

　

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
監
査

委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
、
公
営
企
業
管

理
者
、
議
会
で
す
。

◦
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求

な
ど
は
で
き
ま
す
か
？

　

誰
で
も
、
実
施
機
関
が
保
有
す

る
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

そ
の
開
示
（
訂
正
・
利
用
停
止
）

を
請
求
で
き
ま
す
。
請
求
が
で
き

る
の
は
、
原
則
と
し
て
本
人
、
未

成
年
者
・
成
年
被
後
見
人
の
法
定

代
理
人
等
で
す
。
平
成
23
年
度

は
、
17
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
ま

し
た
。

◦
請
求
の
窓
口
は
ど
こ
で
す
か
？

　

各
課
の
窓
口
で
「
個
人
情
報
開

示
等
請
求
書
」
に
氏
名
、
住
所
お

よ
び
請
求
す
る
情
報
の
内
容
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
本

人
確
認
の
た
め
に
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦
開
示
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す

か
？

　

閲
覧
や
資
料
を
も
と
に
説
明

を
聞
く
の
は
無
料
で
す
。
コ
ピ
ー

は
Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
は
１
枚
10
円

（
両
面
コ
ピ
ー
20
円
）、
そ
の
ほ
か

実
費
に
相
当
す
る
費
用
が
必
要
で

す
。

◦
開
示
な
ど
の
決
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
？

　

個
人
情
報
の
開
示
（
訂
正
・
利

用
停
止
）
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の

決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
不

服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、「
八
女
市
情
報

公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」

で
審
議
が
行
わ
れ
、
実
施
機
関
は

そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
あ
ら
た

め
て
決
定
し
ま
す
。

個
人
情
報
の

保
管
業
務
登
録
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
利
用
・
提
供

八
女
市
は
、「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し
て
、
市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
を

適
正
に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示

な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運

営
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利
益
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

個
人
情
報
保
護
制
度

保有課 保有業務名 利用課 利用業務名 理　由 根拠
市民課 住民基本台帳登録業務 地域支援課 行政区住民基本台帳整備業務 各行政区で保有している住民台帳整備のため 審議会
市民課 住民基本台帳登録業務 子育て支援課 乳児家庭全戸訪問事業 子育ての孤立化を防ぎ、情報提供を行うため 審議会
市民課 住民基本台帳登録業務 上下水道局 水道料金等収納業務 ＤＶ被害者の情報を守るため 緊急
市民課 住民基本台帳登録業務 税務課 市県民税課税業務 ＤＶ被害者の情報を守るため 緊急

保有課 保有業務名 提供先 理　由 根拠
子育て支援課 福岡県母子世帯等実態調査 福岡県 県内市町村の福祉施策の検討および立案に役立てるため 審議会

個人情報
保護制度
について

【目的外利用】

【外部提供】
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期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣

病
（
※
）
の
早
期
発
見
の
た
め
、
健

康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
人
に
は
、
平
成
25
年
３
月
末
ま

で
受
診
で
き
る
受
診
票
と
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
そ
の
他
の

生
活
習
慣
病
で
あ
っ
て
、
内
臓
脂
肪

の
蓄
積
に
起
因
す
る
も
の
を
指
し
ま

す
。

◦
受
診
対
象
者
＝
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
健
康
診

査
の
目
的
か
ら
、
生
活
習
慣
病
の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対
象
者

と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
受
診
時
の
自
己
負
担
金
＝
５
百
円

◦
受
診
の
方
法
＝
健
康
診
査
の
実
施

医
療
機
関
で
個
別
に
予
約
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
と
き
は
、「
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）」
と
（
広
域
連
合
が
郵

送
し
た
）「
受
診
票
」
が
必
要
で
す
。

受
診
票
が
見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
６
５
１
・
３
１
１
１
）

　

現
在
「
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人

に
は
案
内
状
を
送
り
ま
す
の
で
、
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
こ

の
「
認
定
証
」
は
入
院
・
高
額
外
来

時
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
医
療
機
関

へ
提
示
す
る
と
ひ
と
月
の
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
）

◦
期
間
＝
７
月
23
日
㈪
～
31
日
㈫

◦
場
所
＝
市
民
課
国
保
年
金
係
ま

た
は
各
支
所
国
保
担
当
窓
口

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝

　
▼
70
歳
未
満
の
人

　
・
国
民
健
康
保
険
証

　
・
現
在
お
持
ち
の
「
認
定
証
」

　
・
世
帯
主
の
認
め
印

　
▼
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

　
・
国
民
健
康
保
険
証

　

 

・現
在
お
持
ち
の「
限
度
額
適
用・

　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
・
世
帯
主
の
認
め
印

※
重
度
障
害
者
医
療
証
を
お
持
ち
の

人
で
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
す

る
人
は
、
医
療
機
関
で
「
認
定
証
」

を
提
示
す
る
と
、
自
己
負
担
日
額
５

百
円
が
３
百
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
右
記
「
認
定
証
」
を
お
持
ち
で
な

く
、
入
院
等
の
予
定
の
あ
る
人
は
、

事
前
に
国
保
担
当
窓
口
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
70

歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
除
く
）

は
、７
月
31
日
で
右
記
「
受
給
者
証
」

の
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
７
月
中

に
新
し
い
「
受
給
者
証
」
を
送
付
し

ま
す
。
期
限
の
切
れ
た「
受
給
者
証
」

は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
２
日
～
８
月
１
日
の
間
に
70

歳
に
な
る
人
に
は
、
交
付
式
で
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、別
途
通
知
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▼

市
民
課
国
保
年

金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

▼
黒
木
総
合
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課

市
民
・
税
務
係
（
☎
４
２・１
１
１
３
）

▼

立
花
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市

民
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▼
上
陽
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▼
矢
部
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▼
星
野
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

国
保
加
入
者

で
、認
定
証
な
ど

を
す
で
に
お
持

ち
の
人
へ

認
定
証
・
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

更
新
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
更
新

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
の
更
新

後期高齢者の健康診査について

後

夏
の
風
物
詩
「
花
火
」。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み

な
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
気

軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
、
取
り
扱

い
を
誤
る
と
火
災
や
火
傷
等
の
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

花
火
を
夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
し

ま
し
ょ
う
。
火
遊
び
に
よ
る
火
災

は
、
大
人
が
い
な
い
と
き
に
発
生

す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
火

災
の
発
見
が
遅
れ
、
火
災
が
拡
大

す
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

▼
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト

①
気
象
条
件
を
考
え
、
強
風
時

は
花
火
を
し
な
い
。
②
広
く
て
安

全
な
場
所
で
行
う
。
③
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
大
人
と一緒
に
遊
ぶ
。

④
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、
遊
び
終

わ
っ
た
花
火
は
必
ず
消
火
す
る
。

▼
火
遊
び
に
よ
る
火
災
防
止
の
ポ

イ
ン
ト

①
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し

な
い
。
②
子
ど
も
の
手
の
届
く
と

こ
ろ
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
置

か
な
い
。
③
子
ど
も
だ
け
で
は
火

を
取
り
扱
わ
せ
な
い
。
④
火
遊
び

を
し
て
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
注
意
す
る
。
⑤
火
災
の
恐
ろ
し

さ
、
火
の
取
り
扱
い
方
法
に
つ
い

て
き
ち
ん
と
教
育
す
る
。

火災の問い合わせは
「２２・７０００」へ
火災発生や救急車を要請する際、かけ

る緊急の電話番号が「119 番」です。ま

ちがって火災の問い合わせに使われる

人が多く、消防署では大変困っています。

次のことに注意いただき、119 番を正し

く使いましょう。

①緊急時以外は電話しない

②火災の問い合わせは 119 ではなく、火

災問い合わせ電話番号にお願いします。

★火災問い合わせ電話番号

　（☎２２・７０００）

119 番は正しく使いましょう

花火・火遊びによる
火災を防ぎましょう
八女消防本部（☎２４・０１１９）

健
康
診
査
は

毎
年
度
受
け
ま
し
ょ
う



広報やめ　2012.7.1511

⃝
日
時
＝
毎
月
第
４
火
曜
日
10
時

～
15
時 

①
７
月
24
日 

②
８
月
28

日 

③
９
月
25
日 

④
10
月
23
日 

⑤

11
月
27
日

⃝
場
所
＝
白
城
の
里
旧
大
内
邸

⃝
講
師
＝
河
野
ち
は
る
さ
ん

⃝
参
加
費
＝
千
円
（
要
予
約
）
お

弁
当
５
百
円
（
希
望
の
場
合
）

⃝
持
参
品
＝
布
、
糸
切
り
バ
サ
ミ
、

裁
ち
バ
サ
ミ
、
縫
い
針
、マ
チ
針
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
旧
大
内
邸
保
存

会
室
園
さ
ん
（
☎
３
５・０
４
１
５
）

　

素
晴
ら
し
い
日
本
の
歌
曲
、
童

謡
、
唱
歌
や
八
女
の
歌
に
つ
い
て
学

習
し
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
簡
単

な
体
操
を
し
て
、
身
も
心
も
楽
し

く
元
気
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
行

い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
別
の
会
や

サ
ロ
ン
等
で
広
め
、
一
緒
に
「
豊
か

な
地
縁
社
会
」
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

参
加
費
無
料

⃝
日
時
＝
７
月
31
日
㈫
10
時
～
12

時⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
３
研
修
室

⃝
内
容
＝
日
本
の
歌
、
八
女
の
歌

に
つ
い
て
学
習
し
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
簡
単
な
体
操
を
実
習
す
る
。

⃝
募
集
人
員
＝
30
人
（
先
着
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
鵜
木
さ
ん

（
☎
０
９
０
・８
７
６
４・
２
０
２
１
）

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
８
月
17
日

㈮
ま
で
に
久
保
田
さ
ん
へ

（
☎
０
８
０・２
７
３
６・３
０
６
０
）

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
き
の
と

う
」
は
、
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
へ

「
市
広
報
」「
社
協
だ
よ
り
」
等
を

音
訳
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
場
所
・
日
程
＝

▼
社
会
福
祉
会
館
８
月
３
日
㈮
・

６
日
㈪
・
10
日
㈮

▼
ふ
じ
の
里（
黒
木
）９
月
25
日
㈫・

26
日
㈬

▼
か
が
や
き（
立
花
）８
月
29
日
㈬・

31
日
㈮

▼
そ
よ
か
ぜ
（
星
野
）
８
月
22
日
㈬

⃝
時
間
＝
13
時
30
分
～
15
時

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

大
切
な
人
と
の
思
い
出
の
着
物

た
ち
が
タ
ン
ス
に
眠
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
古
着

や
お
気
に
入
り
の
布
を
持
ち
寄
り

自
分
だ
け
の
模
様
を
縫
い
合
わ
せ

て
、
毎
日
の
生
活
に
便
利
な
小
物

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
各
回
10
人
募

集
。
単
発
で
の
参
加
も
可
。

音
訳
講
座
②
７
月
30
日
㈪
要
約
筆

記
講
座
③
８
月
５
日
㈰
手
話
講
座

④
８
月
７
日
㈫
点
訳
講
座

⃝
時
間
＝
13
時
30
分
～
15
時
30
分

⃝
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

八
女
日
本
語
教
室
「
よ
ー
ら
話

そ
う
」
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
希
望
す
る
人
や
、
外
国
人
に
日
本

語
を
教
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
を

対
象
に
、
日
本
語
の
教
え
方
講
座

を
開
き
ま
す
。
日
本
語
（
八
女
弁

含
む
）
を
外
国
人
に
教
え
る
立
場
で

学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
受
講
無
料

⃝
期
日
＝
８
月
下
旬
～
12
月
下
旬
、

木
曜
13
時
30
分
～
15
時
（
全
15
回

予
定
）

⃝
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

⃝
講
師
＝
松
尾
順
子
さ
ん
※
日
本

や
海
外
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
20
年
以

上
日
本
語
指
導
に
携
わ
る

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
幡
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
・
馬
場
さ
ん

（
☎
０
９
０・９
６
０
４・１
８
６
９
）

⃝
日
時
＝
８
月
18
日
～
12
月
の
毎
月

第
１
・
３
土
曜
14
時
～
15
時
30
分

⃝
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

⃝
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

※
初
回
８
月
18
日
は
横
町
町
家
交

流
館
で
開
催
し
ま
す
。

⃝
申
し
込
み
＝
８
月
７
日
㈫
ま
で

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
文
化
課
（
☎
２
３・１
９
８
２
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が

あ
る
け
ど
参
加
の
き
っ
か
け
が
な

い
と
思
わ
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
。４
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

⃝
期
日
・
内
容
＝
①
７
月
27
日
㈮

　

カ
ヌ
ー
を
通
し
て
友
達
や
家
族

と
ふ
れ
あ
い
、
美
し
い
矢
部
川
に
親

し
み
、
自
然
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ

く
み
ま
し
ょ
う
。
参
加
無
料
。

⃝
期
日
＝
８
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

⃝
会
場
＝
矢
部
川
・
宮
島
堤
防
下

仮
設
カ
ヌ
ー
場

⃝
対
象
者
＝
小
学
生
以
上
※
小
学

１
・
２
年
生
は
原
則
保
護
者
同
乗

⃝
申
込
方
法
＝
総
合
体
育
館
に
準

備
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
申
込
締
切
＝
７
月
22
日
㈰

お
知

ら
せ

第
14
回
矢
部
川
ふ
れ
あ
い

カ
ヌ
ー
教
室
＆
カ
ヌ
ー
大
会

古
文
書
講
座

日
本
語
の
教
え
方
講
座

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

教
室
・
講
座

日時 ８月 10 日㈮
　    10 時～ 11時 30 分、
　    12 時 30 分～ 15 時 30 分
場所  おりなす八女
              研修棟西側駐車場

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会
（☎２３・０２９４）

旧
大
内
邸
「
縫
い
模
様
の
会
」

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

歌
声
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
八
女
の
会

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

　９月21日㈮から 23日㈰までの３日間、
八女の祭り「あかりとちゃっぽんぽん」を
開催します。その中で実施する「あかり絵
パレードコンテスト」の参加者を募集します。
台車は貸し出します。和紙に思い思いの絵
をかいて、白壁の町並みをパレードしませ
んか。参加対象は市内外の団体や事業所
など。個人でも参加ＯＫです。入賞者には
副賞もあります。ふるってご参加ください。
❖ 申込締切＝ 8 月 31日㈮
❖ 参加部門＝子どもの部（先着 20組）、
一般の部（先着10組）、創作の部（制限なし）
❖ 申込・問い合わせ＝同祭実行委員会
事務局（観光振興課 ☎ 23・1192）

参加者
募集

り
あ
か
り
えか
あつ

くって
み
ま
せ
ん
か絵



1212　2012.7.15　広報やめ

☀問い合わせ＝ふらっち広場
（☎ 24・3022） 八女市本村 425-61
☀開館日＝火・水・木・土・日曜 10 時～ 17 時

◦日時＝ 7 月28日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円

◦日時＝7 月21日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

◦日時＝ 8 月 4 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費　

★工作「砂絵をつくろう」
◦日時＝ 8 月11日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 50 円

★工作「ハンカチをブリーチしよう」

★おやつ「水ようかんをつくろう」

★おやつ「フルーツ白玉をつくろう」

ふらっち広場からのお知らせ

地域活動支
援センター

ほ
ほ
え
み

■会場はいずれもふらっち広場です。
■イベントがない日もマグネットつく
りやエコバッグつくりを楽しめます。
■ボランティアも募集中。

　

旧
八
女
市
小
学
校
区
８
学
童
保

育
所
の
夏
季
休
校
中
の
指
導
員（
非

常
勤
）
を
５
人
程
度
募
集
し
ま
す
。

⃝
応
募
資
格
＝
65
歳
ま
で

⃝
募
集
期
間
＝
７
月
17
日
㈫
～
23
日
㈪

⃝
申
し
込
み
＝
社
会
福
祉
法
人
寿

福
祉
会
（
☎
２
４
・
５
３
１
１
）

　

将
棋
に
興
味
の
あ
る
小
学
生（
１

年
～
６
年
）
を
募
集
し
ま
す
。
申

し
込
み
は
先
着
順
に
て
受
付
。

⃝
日
程
＝《
初
心
者
コ
ー
ス・定
員
10
人
》

７
月
23
日
㈪
・
７
月
25
日
㈬
・
７
月

30
日
㈪
・
８
月
１
日
㈬
・
８
月
８
日
㈬

《
経
験
者
コ
ー
ス
定
員
20
人
》
８
月

10
日
㈮
・
８
月
20
日
㈪
・
８
月
22

日
㈬
・
８
月
27
日
㈪
・
８
月
29
日
㈬

⃝
時
間
＝
全
10
回
と
も
13
時
～
15
時

⃝
会
場
＝
八
女
市
児
童
セ
ン
タ
ー

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
２
・
４
２
２
６
）

　

和
太
鼓
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

無
料
体
験
期
間
を
設
け
ま
す
（
毎

回
の
参
加
が
不
可
能
で
も
結
構
で

す
）。
和
太
鼓
の
基
礎
か
ら
曲
の
演

奏
ま
で
を
メ
ン
バ
ー
が
指
導
し
ま

す
。
入
会
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。
※
参
加
希
望
者

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
運
動
の
で
き

る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝
期
間
＝
９
月
４
日
～
10
月
２
日

の
毎
週
火
曜
日
19
時
～
21
時

⃝
場
所
＝
八
女
市
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
（
上
陽
町
北
川
内
４
６
１
の
1
）

⃝
対
象
＝
18
歳
以
上
の
男
女

⃝
申
し
込
み
＝
山
口
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
１
５
１
２・
８
１
４
４
）

⃝
日
時
＝
８
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰
・

９
月
２
日
㈰ 

※
予
備
日
９
月
９
日
㈰

⃝
開
会
式
・
抽
選
会
＝
８
月
４
日

㈯
20
時
、
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

⃝
会
場
＝
八
女
市
内
球
場

⃝
出
場
資
格
＝
Ⓐ
20
歳
以
上
で
あ

れ
ば
フ
リ
ー
Ⓑ
４
０
０
歳
以
上
（
９

人
）
で
、
25
～
29
歳
は
２
人
ま
で

⃝
申
込
締
切
＝
７
月
31
日
㈫
ま
で
に

総
合
体
育
館
へ（
☎
２
４・
１
２
３
０
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球

友
会・橋
爪
さ
ん（
☎
２
３・３
４
２
６
）

　

家
族
を
含
め
た
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
食
事・
運
動・
睡
眠
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
、
タ
イ
ト
ル
は
自
由
で
す
。

⃝
応
募
資
格
＝
県
内
小
学
生

⃝
応
募
方
法
＝
四
ツ
切
り
サ
イ
ズ
の

画
用
紙
を
使
用
し
、
画
材
は
ク
レ
ヨ

ン
か
絵
の
具
。
縦
書
き
横
書
き
は
自

由
と
し
、
表
面
に「
タ
イ
ト
ル
」
を
入

れ
る
。
裏
面
に
は「
学
校
名
」「
学
年
」

「
名
前
」
を
明
記
。

⃝
応
募
期
間
＝
８
月
１
日
～
９
月
12
日

⃝
応
募
先
＝
福
岡
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
保
健
事
業
課（
〒812-

8521

福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
―
47

☎
０
９
２
・
６
４
２
・
７
８
０
０
）

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※「
福
岡
県
国
保
連
合
会
」
で
検
索

　

内
容
、
応
募
方
法
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
８
月
18
日
㈯
９
時
30
分
～

⃝
場
所
＝
パ
ピ
ヨ
ン
24
（
福
岡
市
）

⃝
参
加
資
格
＝
就
学
前
児
童
、
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

⃝
募
集
期
間
＝
７
月
25
日
㈬
ま
で

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
青
少
年
囲
碁

大
会
実
行
委
員
会
（
☎
０
９
２
・

６
４
３
・
６
０
０
１
）

①「
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
参
加
者

　

合
唱
未
経
験
者
で
も
、
気
軽
に

本
格
的
な
合
唱
が
楽
し
め
ま
す
。

定
員
１
０
０
人
、
参
加
料
月
千
円

⃝
開
催
日
＝
11
月
18
日
㈰

⃝
場
所
＝
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
）

⃝
参
加
資
格
＝
60
歳
以
上
の
人（
昭

和
28
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

※
合
唱
未
経
験
者
歓
迎

⃝
練
習
＝
月
２
～
３
回
程
度
石
橋
文

化
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
）
で
実
施

⃝
募
集
期
間
＝
随
時
。
※
先
着
順

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ・
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務

局（
☎
０
９
２・
５
８
４・
３
３
７
７
）

②「
福
岡
県
シ
ニ
ア
美
術
展
」
作
品

　

原
則
と
し
て
す
べ
て
の
作
品
を

県
立
美
術
館
に
展
示
し
ま
す
。
入

賞
作
品
は
秋
に
開
催
す
る
福
岡
県

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
の

メ
ー
ン
会
場
に
も
展
示
し
ま
す
。

⃝
応
募
資
格
＝
60
歳
以
上
の
人（
昭

和
28
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

※
福
岡
県
美
術
協
会
会
員
は
除
く

⃝
募
集
作
品
＝
日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、工
芸
、書
、写
真
、グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン

⃝
募
集
期
間
＝
７
月
18
日
㈬
～
９

月
18
日
㈫

⃝
展
示
期
間
＝
10
月
10
日
㈬
～
21
日
㈰

⃝
展
示
場
所
＝
福
岡
県
立
美
術
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
福
岡
県
美
術
協

会（
☎
０
９
２・
７
１
３・
４
２
０
０
）

　

大
卒
程
度
２
人
募
集
し
ま
す
。

⃝
１
次
試
験
＝
９
月
16
日
㈰

⃝
受
付
期
間
＝
７
月
23
日
㈪
～
８

月
10
日
㈮

⃝
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
４
月
２

日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

⃝
申
込・
問
い
合
わ
せ
＝
県
町
村
会

（
☎
０
９
２・
６
５
１・
１
１
２
１
）

　

近
ご
ろ
高
齢
者
の
人
で
「
元
気

が
な
い
」「
も
の
忘
れ
が
あ
り
困
っ

て
い
る
」
な
ど
の
心
配
や
お
悩
み
の

人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
保

健
師
が
各
地
域
を
巡
回
し
相
談
を

受
け
ま
す
。
血
圧
測
定
も
行
い
ま

す
の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝
日
に
ち・会
場
＝
▽
７
月
19
日
㈭・

八
女
「
多
世
代
交
流
館
」

▽
７
月
24
日
㈫
・
矢
部
「
公
民
館
」

▽
７
月
25
日
㈬
・
上
陽
「
保
健
セ

ン
タ
ー

▽
７
月
26
日
㈭・星
野「
星
野
支
所
」

▽
７
月
30
日
㈪・黒
木
「
ふ
じ
の
里
」

▽
７
月
31
日
㈫・立
花
「
か
が
や
き
」

旧
八
女
市
学
童
保
育
所
指
導
員

「
健
康
づ
く
り
」絵
画・ポ
ス
タ
ー

福
岡
県
町
村
会
職
員

県
青
少
年
囲
碁
大
会
参
加
者

高
齢
者
巡
回
健
康
相
談

県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
祭

第
19
回
八
女
市
ふ
れ
あ
い
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム

試　

験

和
太
鼓
「
童
衆
」
無
料
体
験

夏
休
み
子
ど
も
将
棋
教
室
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護
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
こ
と
▽
学

校
栄
養
士
代
理
職
員
は
、
栄
養
士
の

資
格
を
有
す
る
こ
と
▽
学
校
事
務
代

理
職
員
は
、
免
許
状
等
は
不
要

⃝
手
続
＝
県
公
立
学
校
講
師
等
志
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
南
筑
後

教
育
事
務
所
に
提
出
※
志
願
書
は

同
所
で
配
布
。（
福
岡
県
教
育
委
員

会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

⃝
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
総

務
課
教
職
員
係
（
☎
０
９
４
２
・

５
３
・
７
３
４
２
）

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
福
岡

県
内
で
は
メ
ジ
ロ
等
の
野
鳥
を
愛
玩

３
９
３
１
※
平
日
９
時
～
16
時
受
付

　

市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護

教
諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、

学
校
事
務
代
理
職
員
の
希
望
者
を

登
録
し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
校
お

よ
び
中
学
校
数
学
、
理
科
、
社
会
、

英
語
、
音
楽
、
美
術
、
技
術
、
家
庭

の
講
師
希
望
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。

該
当
免
許
状
所
持（
取
得
見
込
み
可
）

の
人
は
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
資
格
＝
▽
講
師
は
希
望
す
る
校

種
、
教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
を

有
す
る
こ
と
▽
養
護
助
教
諭
は
、
養

⃝
時
間
＝
９
時
30
分
～
10
時
30
分

（
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

※
八
女
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

あ
る
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

相
談
窓
口
は
毎
月
１
日
号
相
談
の

ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
母
子
家
庭
等
就
業・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た
は

離
婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
養
育

費
の
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
相
談
電
話
＝
☎
０
９
２・
５
８
４・

養
育
費
の
電
話
相
談

公
立
学
校
の
講
師
等
登
録

メ
ジ
ロ
等
の
愛
玩
目
的
で
の

捕
獲
禁
止
に
つ
い
て

　
季
折
々
の
風
景
や
生
き
生

き
と
し
た
人
々
の
暮
ら
し
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
お
祭
り
な
ど
、
八

女
市
の
観
光
や
生
活
を
テ
ー
マ
と

し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。
何
気
な
い
ス
ナ
ッ
プ
写
真

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

写
真
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
優
秀

作
品
は
「
八
女
の
祭
り
あ
か
り
と

ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」
の
中
で
表
彰

し
ま
す
（
副
賞
あ
り
）。

◦
応
募
方
法
＝
作
品
は
す
べ
て
プ

リ
ン
ト
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
サ
イ
ズ
／
六
つ
切
、
ワ
イ
ド
六

つ
切
、
Ａ
４

▼
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
可

　

市
観
光
振
興
課
な
ど
に
備
え

付
け
の
応
募
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
貼
付
し
て
郵
送
ま
た

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
※
応
募
票

は
八
女
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
撮
影
場
所
＝
八
女
市
内
で
撮

影
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

◦
撮
影
期
間
＝
平
成
23
年
８
月

１
日
～
平
成
24
年
７
月
31
日

◦
応
募
期
間
＝
８
月
1
日
㈬
～

17
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

◦
応
募
上
の
注
意
＝
▼
応
募
点
数

は
１
人
10
点
ま
で
と
し
、
単
写

真
に
限
り
ま
す
▼
応
募
作
品
は
自

作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

▼
被
写
体
が
人
物
の
場
合
、
肖
像

権
侵
害
等
の
責
任
は
負
い
か
ね

ま
す
▼
応
募
作
品
（
プ
リ
ン
ト
お

よ
び
原
版
）
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
▼
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
合
成
写
真

の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
観
光
協
会

（
☎
２
２
・
６
６
４
４
）

四

八女市観光写真
コンテスト

募中
！集

の
目
的
で
新
規
に
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
飼
養
登
録
し

て
い
る
メ
ジ
ロ
等
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
飼
養
登
録
を
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
※
メ
ジ
ロ
等
を
違

法
に
捕
獲
す
る
と
１
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

刑
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
※
違
法
に
捕
獲
し
た
メ
ジ
ロ
等

を
飼
養
、
譲
渡
し
た
り
す
る
と
６

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
環
境
部
自
然
環

境
課（
☎
０
９
２・６
４
３・３
３
６
７
）

◦対象地域の支所では窓口業務を停止します
　計画停電が実施されますと対象地域の支所においては、
窓口業務（住民票等各種証明書の交付）を停止しますので、
本庁または、対象地域外の支所においでください。
　（市民課市民係☎ 23・1115）

今夏の電力需給のひっ迫が予想される場合、計画停
電が実施されます。実施された場合、次のような

市の様々なサービスが一時停止する場合があります。計
画停電は、九州電力の方針により毎日スケジュールが変
わりますので、あらかじめご確認の上おでかけください。
★計画停電の詳細は、九州電力のホームページへ
http://www.kyuden.co.jp/

◦岩戸山歴史資料館も資料の閲覧ができません
　計画停電が実施された場合、岩戸山歴史資料館では展
示室における資料の閲覧ができない場合があります。

◦より一層の節水をお願いします
　上水道施設においては、計画停電が実施された場合で
も、非常用発電機により通常の給水確保に努めます。皆様
も節水へのご協力をお願いします。
　マンション等で受水槽を利用している場合は、停電によ
り受水槽器が影響を受けて水が出ないことがあります。そ
の際はマンション管理者へご連絡ください。
　下水道施設については、影響はありません。

◦八女市立図書館本館・各分館では館内閲覧と本の返
却のみになります
　計画停電が実施された場合の図書館のサービスについて
は、館内閲覧と本の返却のみとさせていただきます。停電
する時間帯によっては、閉館する場合もあります。
　（八女市立図書館本館　☎２２・２５０４）

計画停電の対応について

広報やめ　2012.7.1513
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■いっしょにあそぼ！「なが～いソーメン流し」
◦8/4 ㈯ 10：30 ～※要申込、参加費100円
■楽しく食育「トマトシャーベット」
◦8/7 ㈫ 10：30 ～※要申込、参加費100円
■ママとふあふあほっぺ※要申込25組
◦8/8 ㈬ 10：30 ～講師＝田中もとこさん
■にこにこバースデー♪◦8/22 ㈬10：30 ～
■高田先生とおしゃべり会立花町かがやき
◦ 8/24 ㈮ 10：30 ～講師＝子育てアドバ
イザー高田悦也さん　※託児要申込

■生活講座「おこづかい」が子どもの人生を変
える◦8/10 ㈮ 10：00 ～ 11：30 定員 30 組
／おりなす八女交流室Ａ、託児有、8/3 締切
■エンジョイオープン・パパママ広場
 「岡山保育所夏祭りに参加」◦ 8/18 ㈯
16：00 ～、要申込 30 組（当日申込 可 ）、
8/11締切※年齢に関係なく参加できます
■子育てママのリフレッシュタイム

「デコパージュ石けん」イラストを貼ってオリジ
ナル石けんをつくります

◦ 8/23 ㈭ 10：00 ～定員 15 組、材料費
300 円、要予約、8/17 締切
■思いきり遊ぼう園庭とセンターで親子遊び・水遊び

《9：30 ～ 15：30》7 ㈫／ 8 ㈬／ 13 ㈪／
14 ㈫／ 15 ㈬／ 16 ㈭／ 20 ㈪／ 22 ㈬／
27 ㈪／ 30 ㈭

《9：30 ～14：00》4 ㈯／ 11㈯／ 25 ㈯
■移動サロンご近所仲間を作りましょう

《10：00 ～12：00》▽東公民館 8/3 ㈮▽
上陽公民館 8/9 ㈭ ▽おりなす八女 8/17 ㈮
▽そよかぜ 8/24 ㈮▽西公民館 8/31㈮
■ほほえみサロン楽しく親子あそび
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
8/2 ㈭、29 ㈬　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
8/1㈬、21㈫　９：30 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦8/6 ㈪ 10：00 ～12：00 ／忠見保育園
◦8/28 ㈫ 10：00 ～12：00 ／ほほえみ

■プレママ＆ベビーサロン 「皮膚疾患について」
◦8/3㈮ 10：30～ 保健師による健康ミニ講座
■エンジェルルーム 「作って遊ぼう！」
◦ 8/8 ㈬ 10：30 ～※当日自由参加

■みんなであそぼう「シャボン玉と水遊び」
◦8/12 ㈰ 10：30 ～※当日自由参加
■ハッピーバースデー ◦8/22 ㈬ 10：30 ～
ミニ童謡コンサート（講師・田島憲子さん）
■マミーズ♥クッキング
◦ 8/27 ㈪ 10：00 ～食べたくなる幼児食♪
※託児は 3日前までに要予約、材料費 400 円

■リズムにのって◦8/3 ㈮ 10：30 ～
■おはなし会◦ 8/7 ㈫、10：30 ～
■元気にあそぼう◦8/8 ㈬ 10：30 ～
■パパママあそぼう◦8/11㈯ 10：30 ～
■ハッピーバースデー！◦8/17 ㈮ 10：30 ～
■たまひよクラブ◦ 8/20 ㈪ 10：30 ～
■なかよしクラブ◦8/24 ㈮ 10：30 ～
■楽しく子育て講座「夏の感染症について」
◦8/27 ㈪ 10：30 ～
■育児講座「おなかぽっこり解消法」
◦8/30 ㈭ 10：30 ～働く婦人の家※ 2日
前までに要予約（託児あり）、限定 20 組
■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽白木コミュニティセンター 8/2 ㈭▽黒木
中央公民館 8/9 ㈭▽かがやき 8/16 ㈭
▽矢部基幹集落センター 8/23 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 ８月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

8月5日（日）
吉山クリニック 稲富 30・2200
原　医院 黒木町 42・0336
永田歯科医院 宅間田 22・3511
8月12日（日）
中野内科循環器科 吉田 25・3010
久良木医院 上陽町 54・2009
永田歯科 筑後市 0942・52・2133
江崎耳鼻咽喉科 筑後市 0942・53・2347
8月13日（月）
おおぶち歯科 筑後市 0942・51・1551
中村歯科 本町 24・4482
8月14日（火）
秋山歯科 高塚 22・7711

山村歯科 筑後市 0942・53・3106
8月15日（水）
ひさいし歯科・矯正歯科 筑後市 0942・52・3386
山中歯科 高塚 22・2989
8月19日（日）
城戸医院 鵜池 23・5303
林　医院 立花町 23・5557
高山歯科 筑後市 0942・53・2728
冨田眼科 本村 23・3455
8月26日（日）
なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
角整形外科 黒木町 33・2121
大坪歯科 上陽町 33・7011

救急指定病院
公立八女総合病院 高塚 23・4131
柳病院 吉田 23・2176
川﨑病院 納楚 23・3005
馬場病院 広川町 32・3511
夜間小児救急医療　（19:00 ～ 22:00）
▶月・水・金　公立八女総合病院 23・4131
▶火・木　筑後市立病院 0942・53・7511
日祝日小児救急医療　（9:00 ～ 15:00）
▶8月5日㈰・19日㈰
公立八女総合病院 高塚 23・4131
▶8月12日㈰・26日㈰
筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511
県小児救急医療電話相談
▶ 19:00 ～ 23:00
聖マリア病院 久留米市 0942・37・6116
▶ 23:00 ～ 7:00
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

市
で
は
、
郷
土
の
自
然
に
親

し
ん
で
も
ら
う
事
を
目
的

に
、
福
岡
県
の
最
高
峰
釈
迦
岳
や

御
前
岳
周
辺
に
生
息
す
る
動
物
や

植
物
を
写
真
入
り
で
分
か
り
や
す

く
解
説
し
た
自
然
観
察
ガ
イ
ド
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
夏
、
こ
の

ガ
イ
ド
を
も
っ
て
自
然
観
察
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
然
観
察

ガ
イ
ド
は
、
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
す
。

▽
本
庁
社
会
環
境
課　
（
☎
２
３・
１

４
６
２
）
▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７・
３
１
１
１
）
▽
秘
境
杣
の

里
渓
流
公
園　
（
☎
４
７・
３
０
０
０
）

八
女
市
自
然
観
察
ガ
イ
ド

「
釈
迦
岳
・
御
前
岳

周
辺
の
動

植
物
た
ち
」

✚8月の在宅医当番表 ※変更になっていることがあります
ので、電話で確認してください。

　お盆期間中のごみ収集および粗大ごみ資
源ごみの持ち込み搬入受入は通常通り行いま
す。し尿の汲み取りは次のとおり休業します。

【八女・立花地区】8 月11日㈯半日営業
　／ 8 月13 日㈪～ 15 日㈬まで

【黒木・上陽・矢部・星野の区域】
　８月13 日㈪～８月16 日㈭まで
★お盆期間前の予約は混み合いますので７月
27日㈮までに指定業者へお申し込みください。

期
間
の
ご
み
収
集
・

し
尿
汲
み
取
り

盆
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第
5
回
上
妻
ま
つ
り
（
福
祉
の
つ
ど

い
）
が
6
月
10
日
㈰
上
妻
小
学
校
で

あ
り
、
約
５
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
体
育
館
で
は
地
元
の
子

ど
も
た
ち
や
婦
人
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
発
表
の
あ
と
、

糸
島
市
在
住
の
歌
手ｍも

ん
ｏｎ
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
「
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て 

あ
り
が
と
う
」
が
あ
り
ま
し
た
。

在
日
韓
国
人
で
あ
る
た
め
に
、
小

学
生
の
こ
ろ
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
。
し

か
し
理
解
あ
る
先
生
と
の
出
会
い
で
自

分
が
変
わ
れ
る

き
っ
か
け
が
で

き
た
こ
と
な
ど

を
話
し
、「
元

気
の
な
い
子
が

い
た
ら
、
ぜ
ひ

声
を
か
け
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
」

とｍｏｎ
さ
ん
。
親
と
の
確
執
も
、
自
分

が
子
ど
も
を
持
っ
て
初
め
て
親
の
気
持

ち
が
理
解
で
き
た
こ
と
。子
ど
も
が
笑
っ

て
い
る
、
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
な
ど
、

何
気
な
い
日
常
の
幸
せ
に
気
付
い
て
ほ

し
い
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
澄
み
切
っ

た
歌
声
と
語
り
に
、
会
場
は
聞
き
入
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
人
は
「
心
が
ふ
る

え
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
」
と

涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

体
育
館
周
辺
で
は
バ
ザ
ー
も
あ
り
、

多
く
の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

東
公
民
館
で
開
か
れ
た
男
の
料
理
教

室
受
講
生
の
有
志
9
人
は
カ
レ
ー
を
販

売
。
前
日
午
後
か
ら
準
備
を
し
た
と
い

う
自
信
作
だ
け
あ
っ
て
、
食
べ
た
人
か

ら
は
「
お
い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

にぎわった上妻まつり

◀monさんの澄み切った歌声に会場
の皆さん全員が聴き入っていました

▶カレーが大好評だった男
の料理教室受講生の皆さん

◀
手
話
ソ
ン
グ

（写真左から）上陽北汭学園による琴の演奏、陽の
上太鼓、原口晃二さんによるクラリネットの演奏、ほたる
と石橋の館ではバザーが行われ多くの人でにぎわいました

田代川でのホタルの乱舞

５
月
25
日
㈮
～
６
月
10

日
㈰
ま
で
の
間
、
上
陽
町

の
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
周

辺
で
「
八
女
上
陽
ホ
タ
ル

と
銘
茶
ま
つ
り
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
日

に
は
各
種
バ
ザ
ー
や
新
茶

の
試
飲
会
な
ど
の
ほ
か
、

上
陽
町
出
身
の
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
奏
者 

原
口
晃
二
さ
ん

に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、

ほ
た
る
を
待
つ
間
、
多
く

の
人
が
夕
闇
の
中
な
が
れ

て
く
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

や
さ
し
い
音
色
に
う
っ
と

り
と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
も
例
年
以
上

に
姿
を
見
せ
、
来
場
者
は
、

宵
闇
を
飛
び
交
う
幻
想
的

な
光
に
目
を
奪
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
黒
木
町
田
代

地
区
、
立
花
町
、
星
野
村

で
も
ホ
タ
ル
ま
つ
り
が
行

わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

川
面
を
照
ら
す
や
さ
し
い
光

奥
八
女
各
地
で
ホ
タ
ル
ま
つ
り
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